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論文内容要旨
 北陸地方の急峻な山岳地帯に点々と 散在 して分布する白亜系は, 岩相変化の激 しい陸成層であり,
 示準化石に乏しく, 有 効な 鍵層を欠いてい たため, 相互対比ね 困難であった。 そして, この白亜系
 に関する知識は, 前田四郎 (1961b), 松尾秀那 (1962) 以来, ほとん ど追加されていなかった。
 しか し, 近年, この山岳地帯においては過疎化に反比例して林道の開設が急増 し, 多数の新露頭が
 出現したため新事実が多数判明した。
 ユ964 年以来, 著者は, 北陸地方の白亜系を調査研究 してきて, この白亜系が次の 3層群に区分
 できることを知った。
  上部… 一・足羽層群
  中部… 一・有峰層群
  下部 一・一・手取層群
 (1) 手取層群
 手取層群については, 古来, 古植物学上あるいは傍位学上の研究が診こなわれてきたが, 1961年,
 前田四郎により, 下位から九頭竜亜層群, 石徹白亜層群, 赤岩亜層群に区分され, 後期ジュラ紀か
 ら前 期白亜紀に わた る堆積物と考え られた。
 筆者は, これらの3亜層群中, 石徹白亜層群と赤岩亜層群とは, 分割不能な関係にあり, その構
 成層は, 堆積盆地内の岩相変化を示すものである ことを知った。 そして, これらの地層群は, フバ
 ット関係で基盤岩と 接触 してむり, 下底部近ぐの頁岩からは, 領石層群の示準化石である
 Pro孟。σyPT乞ηα ηα麗mαηη乞(Ne巳mayr)を産出した。 従って, 手取層群の名は, その構
 成層の 関係が 良く観察できる手取川 (石川県)の名をとり, 前期白亜紀の 陸成層に限って用いられ
 るべきと考え, ジュラ紀の海成層からなる九頭竜亜層群は九頭竜亜属と して独立分離させた。
 手取層群は, 基盤岩の風化物である粗粒のアルコ 一一 ズ質砂岩を主とし, その問に, 礫岩あるいは
 砂質頁岩・頁岩・凝灰質頁岩等を有 するが, 顕著な 火成活動を示す堆積物は含有 しない。 これらの
 岩層は, 岩相上から, 五味島層,・ 桑島層・御坊川層・百合谷層・下田原層・風嵐層・堂の森層に区
 分 (手取川流域に沿いて)できる。 これらのうち, 御坊川層は, 珪質岩の円礫からなる礫岩層であ
 り, 有力な鍵層となる。
 動物化石群から, 本層群下部は領石層群にまた上 部は脇野層群に対比可能である。 しか し, 同一
 時期の植物化石群である手取植物群下 剖と領石植物群とは構成種が大きく異なり, 両者の生育環境
 が違うことを示 している。 そして, 手取植物群上 部はS閃%o 魔 83 8p. を有 し, 生育環境が乾
 燥化 しつつあることを示 している。
 これ らの 動・ 植物化石に見られる変化は, 手取層群が, 2回の粗粒砂岩 (アルコーズ質) の流入
 により構成され, 水域が次第に狭くなり乾燥化 しつつあることに一致する。
 手取層群は, 有峰層群に平行不 整合で壽おわれる。
 (2) 有峰層群
 有 峰層群は, 手取層群中に 貫入 し, 地表に流出した酸性 火山岩 〔有 峰酸性岩頚)の活動に伴なつ
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 て 形成された。
 従って, この酸性火山活動により生じた火山岩・凝灰岩が多量に存在 し, 火山岩の一部が削剥さ
 れて生じた岩片を 多量に含有 する礫岩層 か厚く堆積する。 これらの岩層は, 側方変化が激.しく, '複
 雑な互層を構成する。 そ' して, 基盤岩類にアバットする。
 礫岩を主とする岩層に有 峰東谷層, 砂岩と砂質頁岩互 層を主とする岩層に有 峰西谷層と名付けた。
 有 峰東谷層 中の細粒岩層のはさみから, 0η yoん乞op3乞3 8∠o?1 gαオα(Geyユer)を含み,
 手取・領石・足羽の 3植物群の混成型とも言うべき特徴ある植物群 一肩 峰植物群一を産出した。 こ
 の植物群は, 北米のポ トマック及び朝鮮半島南部の洛東の2植物群とも類似性があり, 大石三郎
 (]940)の0ηy議～op3乞3 Series にあたる。 従 って, 有 峰植物群の地質時代は前期白亜紀
 末期と推定する。 本植物群の最大の特色は, ル甜 330π乞α属の種数が非常に多いということにあ
 る。
 有峰層群の発見は, 北陸地方の白亜紀の古地理・火成活動の変遷を知る上で, また, 有峰植物群
 の発見は, 植 生の変化・他地域の植 物群との相互関係を知る上に重要と考えられる。
 (3) 足羽層群
 足羽層群は石英粒を多量に含有する酸性凝灰岩と密接な関係をもつのが特色であり, 松尾秀那
 (1954)により 創設され, その中の細粒岩層中に足羽植物群 (足羽植物群, 松尾, 19621大道谷植
 物群, 天野・遠藤, 1952及 び松尾, 1970)とを産出する。 この植物群は, 大石 (1940)の Angio-
 sperm Se " es に屈 し, 後期白亜紀初期を示す。 本植物群は・ 毬果植物を多量に含有 し, 手
 取 ・有 峰植 物群により, はるかに厳 しい 環境下にあ つたと 推定できる。
 本層群中に存在する"御坊川タイプ"礫岩層 (珪質岩の円礫岩層, 手取層群からの 再堆積と推定
 できる)は, 各地に点在する本層群の有力な鍵層である。
 本層群は, 手取層群を 1頃斜不整合におおい, 構成層は, 基盤岩に対しアバット関係にある。
 (4) 地 殻変 動
 九頭竜層群と手取層群との不 整合面で示される地殻変動は, 火成活動 も大きな変 形をも伴なわな
 い静かな上下動あるいは傾動運動と考えられる。 この不整合面上には, "五味島タイ プ"の礫岩
 (五味島層を形成する礫岩。 片麻岩礫, 石灰岩傑を主とし, 充損物質は, 片麻岩岩片を含む片麻岩
 の風化物。 固結良好。 )が点在し(崖錐状に急崖下, 低地 に堆積したと思われ. る)ているが, 両層
 群の地層には大きな乱れ はない。
 手取層群と肩 峰層群との間の不整合面で示される 地殻変動は, 活発な酸性 火山 活動を伴なっては
 いるが, 両層群は極めて調和的であり, ゆったりとした上下動あるいは傾動運動と推定できる。 有
 峰東谷層と有 峰酸性岩頚との関係から, この火山活動は, 地殻変動の初期あるいは, 変動の開始と
 同時に始ま つたと推定する。 両層群は, 岐阜県北部において, 大きく変形 し, 衝上断層 (南から北
 へ)により, 飛騨片麻岩類の下に逆転 しても ぐり 込んでいる。
 手取層群と足羽層群との間の不整合面は, 手取地域で観察でき, 傾斜不整合である。 この地域の
 手取層群は, 南北方向の圧力 により褶曲構造をとり北部においては衝上断層に変化 している。 この
 衝上断層は, 手取川左岸にむいては, 南から北へ, 右岸にむいては北か ら南へ乗りあげているが,
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 今のところ逆転構造は発見されていない。 従って, 岐阜県北部の衝上断層の存在も考えると, 西南
 日本内帯に生じた中生代 の地殻変 動中, 最も強力な変動は, 有峰層群形成後で, 足羽層群大道谷層
 堆積前に生じたこの変動である。 しか し, この変動は, 火成 活動を伴なっていない。
 これらの変形 した地層群は, 変形の少ない足羽層群と共に, 北東一南西系の横ずれ断層により切
 られて語り, この断層は, 第三紀ま で, 断続的に動いていたと推定できる。
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 論文審査結果の要旨
 大村一夫提出の論文は北陸地方に分布する臼亜系の層位学的, 古植物学的研究と題 して福井, 石
 川両県南部手取地域登よび富山県南 都有 峰地域の層位, 構造地 質な らびに古植物学的研究を行なっ
 た。 これらの地域はいずれも陸 成層が発達分布 し, 岩層の水平・垂直的分布, 層厚の変化が著 しい
 上, 火成岩の発達等により, 地質構造 お磁 び層序の確立が困難な地域とされていた。 しか し本地域
 にかける礫岩層 を離層と して, 層序学的調査を した結果, 従来の層 序区 分に相違点を見い出したが,
 これらは, 古植物化石によって 裏づけられ, 層序区分に成功 している。 本地域は三層群に区別さ れ
 るが, それらは, 手取層 群, 有峰層群, 足羽層群である。 足羽層 鮮は Angiosper m-Series
 と して知られ, 有峰層群は OnychiopsiS Series と して植物化石を 多産 し. さらに手取群
 は 庭来Tedori Seriesと して知られていた。
 本地域におけ る晒物1ヒ石は いずれ も産地が 離れていて, 層準 も手 取地 方で5層準, 有 峰地方で 9
 層準とあるが, いずれも古植物化石群と して は, いずれも臼亜系の Tu rOIユian-Conエacian
 をしめている。 従来の 手取層 群とさ れていたものは PγoオOoypγ乞 πα A「α 脚πα了し ?亮 を含むジュ
 ラ紀の海成層からなる部分の九頭竜亜層群を含んでいたが, 本調査結果により手取層群とは別個の
 九頭竜層群として区別すべきであることを明らかに した。
 従って、 本地域における古極物群は上部臼亜系を指示すると同時に, 日本の白亜紀後期における
 地史的意義を明らかに した。
 大村の 研究は複雑な陸成層 の層 位・構造地 質学 的解明, 化石植物群の 解析 およ び3新 唾の 提唱に
 よ り, 理学博士の 学位論文と して合格と認める。
 発表ずみ論文10篇あるが9篇は本地域に関する重要なものである。 学力 審査は昭和48 年2月
 12 日論文 発表および質疑応答を行なって確認した. よって 大村の学 力は理学研科博士課程修 了者
 と同等以上であることを確認した。
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